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日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
の
ご
案
内 

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

さ
て
、
二
〇
二
一
年
度
春
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

二
〇
二
一
年
五
月
十
二
日 

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
会
場
校
代
表 

津 

田 
 

 

眞 

弓 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表 

 
 

 
 
 
 
 

柳 
 

沢 
 
   

昌 
 

紀 

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
】 

【
会 

場
】
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

中
京
大
学
文
学
部 

柳
沢
昌
紀
研
究
室 

【
行 

事
】    

      
   

        
      

      
  

〒4
6
6-

0
8

2
5
 

名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
一
〇
一―

二 

第
一
日 

六
月
十
二
日
（
土
） 

     
      

     
 
 

電
話 

〇
五
二―

八
三
五―

七
三
一
八
（
研
究
室
直
通
） 

委
員
会
（
一
一
・
〇
〇
～
一
二
・
二
〇
）    

      
 
 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

in
fo

@
k

in
seib

u
n
g

ak
u
k
ai.co

m
 

会
場
開
室
（
一
三
・
〇
〇
） 

開
会
時
間
（
一
三
・
三
〇
） 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
三
・
四
〇
～
一
五
・
四
〇
） 

「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー ―

―

古
典
文
学
研
究
と
教
育
の
未
来―

―

」 

パ
ネ
リ
ス
ト 

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫 

 

佐 

々 

木 

孝 

浩 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学 

 
 

ラ
ウ
ラ
・
モ
レ
ッ
テ
ィ 

国
文
学
研
究
資
料
館 

 

海 

野 
 

 

圭 

介 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館 

 
 

 

宮 

川 
 

 

真 

弥 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

同
志
社
大
学 

 

山 

田 
 
 

和 

人 

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト 

 
 

 
 
 
 

 
 

明
星
大
学 

 

勝 

又 
 
 

 
 

基 

司 
 

会 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

慶
應
義
塾
大
学 

 

津 

田 
 
 

眞 

弓 

日
本
近
世
文
学
会
賞
授
賞
式
・
総
会
（
一
五
・
五
〇
～
一
七
・
一
〇
） 

懇
親
会
（
一
七
・
三
〇
～
一
八
・
三
〇
） 

 

第
二
日 

六
月
十
三
日
（
日
） 

会
場
開
室
（
一
〇
・
〇
〇
） 

研
究
発
表
会 

午
前
の
部
（
一
〇
・
三
〇
～
一
一
・
五
〇
） 

１ 

勧
化
の
素
材
と
し
て
の
漢
籍
受
容 

―
―

〈
倩
女
離
魂
〉
を
例
と
し
て―

―
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
） 

木 

村 
 

 

迪 
子 

２ 

『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
巻
三
の
六
「
八
畳
敷
の
蓮
の
葉
」
試
論 

―
―

『
太
平
記
』『
信
長
公
記
』
と
の
関
係
か
ら―

―
 

 
 
 

 
 

安
田
女
子
大
学 

 
 

島 

田 
 

  

大 

助 

昼
休
み
（
一
一
・
五
〇
～
一
三
・
三
〇
） 

編
集
委
員
会
（
一
二
・
〇
〇
～
一
三
・
三
〇
） 

研
究
発
表
会 

午
後
の
部
（
一
三
・
三
〇
～
一
六
・
二
〇
） 

３ 

市
川
湫
村
と
彰
義
隊
の
墓
を
詠
っ
た
詩 

―
―

明
治
期
の
大
沼
枕
山
一
派
の
詩
風
に
つ
い
て―

―
 

慶
應
義
塾
大
学 

 

合 

山 

林 

太 

郎 
 

 

４ 

長
嘯
子
関
連
の
狂
歌
資
料 ―

―

石
水
博
物
館
蔵
［
狂
歌
書
留
］
を
め
ぐ
っ
て―

―
 

 

中
部
大
学 

 

岡 

本 
 

 
 

 

聡 

５  

書
物
と
し
て
の
芝
居 ―

―

小
津
桂
窓
書
簡
中
の
演
劇
記
事
を
手
が
か
り
に―

―
 

 
       

      
      

   
   

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

   

奈
良
女
子
大
学
（
非
） 

早 

川 
 
  

由 

美 

６  

「
小
牧
長
久
手
合
戦
図
屏
風
」
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
か 

―
―

典
拠
と
な
っ
た
合
戦
記
の
発
見―

―
 

愛
知
工
業
大
学 

 

松 

浦 
 
 

由 

起 

閉
会
（
一
六
・
二
〇
） 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
図
書
展
示 
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨 

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー ―

古
典
文
学
研
究
と
教
育
の
未
来―

 

慶
應
義
塾
大
学 

 

津 

田 
 

 

眞 

弓
（
司
会
） 

コ
ロ
ナ
禍
は
社
会
を
大
き
く
変
容
さ
せ
ま
し
た
。
我
々
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
化

と
い
う
大
き
な
渦
に
翻
弄
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
遠
く
に
い
る
研
究
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
集
う
と
い
う
こ
と

は
、
数
少
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
秋
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
つ
な
が
る
喜
び―

―

江
戸
の
リ
モ
ー
ト
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
し
た
が
、
そ
れ
を
受
け
て
今
回
は
、
我
々
が
体
験
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
「
つ
な
が
る
喜
び
」

の
先
を
考
え
る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
や
地
域
を
越
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

ん
で
い
く
、
そ
の
先
に
あ
る
古
典
文
学
研
究
や
教
育
の
課
題
に
つ
い
て
、
様
々
な
取
り
組
み
か
ら
見
え
て
く
る
課
題
や

今
後
に
向
け
た
知
見
を
共
有
し
ま
す
。 

国
際
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
研
究
の
あ
り
方
、
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
。
本
日
我
々
が
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
と
し
て

取
り
上
げ
る
も
の
は
、
二
〇
一
九
年
度
に
本
学
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
て
絞
ら
れ
た
七
十
周
年
記
念
の
テ
ー
マ
候

補
と
い
く
つ
も
重
な
り
ま
す
。
そ
し
て
皆
様
が
お
答
え
下
さ
っ
た
時
よ
り
事
態
は
大
き
く
動
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
本
近
世
文
学
会
が
長
ら
く
普
及
を
行
っ
て
き
た
「
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」
に
関
わ
る
事

柄
、
そ
し
て
古
典
籍
か
ら
情
報
を
得
て
翻
刻
を
す
る
と
い
う
、
こ
の
本
学
会
員
に
と
っ
て
研
究
の
基
礎
と
も
い
う
べ
き

行
為
に
焦
点
を
当
て
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
ど
う
研
鑽
し
、
ど
う
活
用
す
る
の
か―

―

そ
し
て
我
々
が
得
た
も
の
を
未
来

に
ど
う
残
し
て
い
く
の
か
を
考
え
ま
す
。
我
々
が
つ
き
あ
う
こ
と
に
な
る
デ
ジ
タ
ル
の
シ
ス
テ
ム
は
決
し
て
魔
法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
出
来
る
こ
と
、
出
来
な
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と
で
、
お
の
ず
か
ら
、
我
々
が
な
す
べ
き
こ

と
、
そ
し
て
我
々
の
仕
事
の
意
義
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

パ
ネ
リ
ス
ト 

書
誌
学
の
国
際
的
な
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て 

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫 

 

佐 

々 
木 

孝 

浩 

海
外
で
の
和
本
調
査
を
通
し
て
、
和
本
の
知
識
を
得
た
い
と
希
望
す
る
日
本
研
究
関
係
者
が
多
い
こ
と
を
知
り
、
欧

米
を
中
心
に
和
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
き
た
。
折
し
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
大
学
授
業
配
信
が
世
界
の
流
行
と
な

り
、
勤
務
先
で
も
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
経
験
を
活
か
し
た
コ
ー
ス
を
公
開
し
て
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
は
、

そ
の
受
講
を
し
や
す
く
し
た
だ
け
で
な
く
、
よ
り
高
度
な
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
促
進
さ
せ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
現
状
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
傾
向
が
も
た
ら
す
未
来
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。 

 Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー ―

海
外
の
研
究
者
を
育
て
続
け
る
未
来―

 

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学 

 

ラ
ウ
ラ
・
モ
レ
ッ
テ
ィ 

未
翻
刻
の
資
料
を
自
分
で
解
読
す
る
の
は
、
中
野
三
敏
氏
が
述
べ
る
「
江
戸
人
の
眼
を
持
つ
」
こ
と
に
繋
が
り
、
斬

新
な
知
見
を
生
み
出
す
元
と
な
る
。
海
外
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
近
年
、
こ
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
重
要
性
が
認
識

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
は
、
八
年
間
に
わ
た
っ
て
二
〇
〇
人

の
若
手
の
研
究
者
を
育
て
て
き
た
。
本
発
表
で
は
、
原
文
を
速
や
か
に
読
み
、
忠
実
な
翻
刻
を
作
成
す
る
た
め
の
Ａ
Ｉ

の
役
割
を
検
討
し
、
外
国
人
の
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
ど
の
よ
う
な
形
で
利
用
す
べ
き
か
、
そ
の
未
来
像
を
論
じ
る
。 
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大
規
模
画
像
蓄
積
か
ら
デ
ー
タ
駆
動
型
の
研
究
・
教
育
へ 

国
文
学
研
究
資
料
館 

 

海 

野 
 

 

圭 

介 

国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
デ
ー
タ
駆
動
に
よ
る
課
題
解
決
型
人
文
学
の
創
成
」
は
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
審

議
会
の
、
学
術
研
究
の
基
本
構
想
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ2

0
2
0

」
に
掲
載
さ
れ
た
十
五
計
画
の
一
つ
と
し
て
策
定
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
文
学
・
社
会
学
分
野
か
ら
は
わ
ず
か
に
一
件
の
み
の
策
定
で
あ
り
、
人
文
学
の
存
在
感
は
ほ
と
ん

ど
無
き
に
ひ
と
し
い
。
私
ど
も
に
は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
？ 

ま
た
、
何
が
で
き
る
の
か
？ 

立
案
過
程
で
議
論

を
重
ね
て
き
た
、
異
分
野
融
合
、
Ａ
Ｉ
と
の
共
存
、
国
際
化
の
推
進
等
々
の
課
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
本
学
会
に
示
し

た
い
。 

 紙
面
と
画
面 ―

「
翻
刻
の
未
来
」
続
貂―

 

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館 

 

宮 

川 
 

 

真 

弥 

我
々
が
書
籍
や
雑
誌
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
翻
刻
は
、
古
典
籍
と
い
う
モ
ノ
か
ら
情
報
を
抽
出
し
、
紙
と
い
う
モ
ノ

に
そ
の
情
報
を
定
着
さ
せ
る
営
為
で
あ
る
。
一
方
、
組
版
や
印
刷
を
経
ず
に
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
電
子
テ
キ
ス
ト
と
し

て
公
開
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。
翻
刻
に
関
連
す
る
学
術
情
報
提
供
活
動
を
分
析
し
た
上
で
、
紙
面
と

電
子
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
翻
刻
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
望
ま
し
い
作

業
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
検
討
し
、
具
体
的
な
「
翻
刻
の
未
来
」
の
提
示
を
試
み
た
い
。 

 古
典
教
育
に
学
会
は
何
が
で
き
る
の
か ―

出
前
授
業
か
ら
見
え
て
き
た
も
の―
 

同
志
社
大
学 
 

山 

田 
 

 

和 

人 

新
学
習
指
導
要
領
に
は
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の
事
項
が
設
け
ら
れ
、
既
に
小
学
校
の
教
科
書
に
く
ず
し
字
学
習

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
学
会
が
推
進
し
て
き
た
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
が
文
科
省
の
教
育
指
針
の
中
に
結
果
と
し
て
盛
り
込

ま
れ
た
形
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
従
来
実
施
し
て
き
た
学
会
の
出
前
授
業
を
、
実
施
形
態
、
実
施
体
制
、
授
業
形
態
、
使

用
教
材
等
に
注
目
し
て
整
理
し
、
そ
の
上
で
、
あ
っ
て
ほ
し
い
、
あ
る
い
は
あ
る
べ
き
出
前
授
業
の
モ
デ
ル
を
検
討
し
、

和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
（
く
ず
し
字
や
和
本
を
用
い
た
古
典
教
育
）
に
お
け
る
教
材
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

  

【
ご
案
内
】 

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

 
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
i
n
s
e
i
b
u
n
g
a
k
u
k
a
i
.
c
o
m
/
2
0
2
1
h
a
r
u
_
s
y
m
p
o
s
i
u
m
/ 

 
 

 
 

発
表
・
討
議
に
関
わ
る
種
々
の
情
報
を
多
数
載
せ
て
お
り
ま
す
。 

あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 ●
オ
ン
ラ
イ
ン
図
書
展
示 

慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
の
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ー
プ
ン
記
念
企
画 

「
交
景
：
ク
ロ
ス
・
ス
ケ
ー
プ
」
デ
ジ
タ
ル
展
示 

詳
細
は
会
員
用
の
春
季
大
会
特
設
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

http://www.kinseibungakukai.com/2021haru_symposium/
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研
究
発
表
要
旨 

勧
化
の
素
材
と
し
て
の
漢
籍
受
容 ―

〈
倩
女
離
魂
〉
を
例
と
し
て―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
） 

木 

村 
 

 

迪 

子 

 

〈
倩
女
離
魂
〉
は
禅
籍
『
無
門
関
』
第
三
五
則
を
介
し
て
日
本
に
伝
来
し
、
ま
た
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
『
鰲
頭
無
門

関
』
（
寛
文
六
刊
）
の
頭
書
に
記
さ
れ
た
『
剪
灯
新
話
句
解
』
の
そ
れ
が
一
般
に
広
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。 

 

一
方
で
、
貞
享
か
ら
正
徳
期
に
か
け
て
板
行
さ
れ
た
浄
土
宗
・
真
宗
僧
侶
ら
に
よ
る
勧
化
本
に
〈
倩
女
離
魂
〉
譚
が

し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
早
い
例
と
し
て
は
真
宗
仏
光
寺
派
の
玄
貞
に
よ
る
『
浄
土
宗

要
弁
対
鈔
』
（
貞
享
二
刊
）
登
載
話
を
指
摘
で
き
る
が
、
当
該
章
段
は
『
五
灯
会
元
』
の
一
節
を
踏
襲
す
る
可
能
性
が

高
い
。 

 

勧
化
本
作
家
ら
は
〈
倩
女
離
魂
〉
を
禅
の
公
案
と
し
て
解
釈
し
な
か
っ
た
。
例
え
ば
『
真
宗
勧
化
行
状
鈔
』
（
元
禄

八
刊
）
で
は
著
者
・
了
信
は
二
身
に
分
か
れ
て
ま
で
恋
人
を
追
い
か
け
る
倩
娘
の
想
い
を
弥
陀
へ
の
帰
依
に
重
ね
合
わ

せ
て
礼
讃
す
る
。
勧
化
本
の
世
界
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
〈
倩
女
離
魂
〉
は
禅
の
公
案
と
は
別
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。 

 

異
な
る
解
釈
は
何
故
生
じ
た
の
か
。
発
表
者
は
そ
の
一
因
と
し
て
浄
土
宗
白
旗
派
の
源
誉
随
流
に
よ
る
『
本
願
直
談

略
抄
』
（
正
保
四
刊
）
巻
第
六
ノ
第
三
十
一
願
「
倩
女
離
魂
之
事
」
を
指
摘
す
る
。
本
書
に
お
い
て
は
従
来
知
ら
れ
て

き
た
〈
倩
女
離
魂
〉
譚
と
は
全
く
異
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
見
せ
る
。
つ
ま
り
〈
倩
女
離
魂
〉
は
直
談
の
一
素
材
と

し
て
既
に
宗
学
に
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
前
提
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
近
世
期
に
『
剪
灯
新
話
句
解
』
な

ど
を
踏
ま
え
て
刷
新
さ
れ
た
〈
倩
女
離
魂
〉
が
勧
化
本
独
自
の
解
釈
を
以
て
広
く
利
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
結
論
づ
け

ら
れ
る
の
だ
。 

  

『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
巻
三
の
六
「
八
畳
敷
の
蓮
の
葉
」
試
論 

―

『
太
平
記
』
『
信
長
公
記
』
と
の
関
係
か
ら―

 
 

安
田
女
子
大
学 

 
 

島 

田 
 
 
 

大 

助 

 

井
原
西
鶴
作
、
貞
享
二
年
刊
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
巻
三
の
六
「
八
畳
敷
の
蓮
の
葉
」
（
以
下
本
話
）
は
、
吉
野
山

に
庵
を
結
ぶ
道
心
者
が
、
訪
ね
て
来
た
人
々
に
語
る
、
常
識
を
越
え
た
存
在
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
、
本
話
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
、
蛇
（
竜
）
の
昇
天
に
つ
い
て
は
『
奇
異
雑
談
集
』
『
和
漢
三
才

図
会
』
、
二
間
四
方
の
蓮
の
葉
に
つ
い
て
は
「
題
二
太
乙
真
人
蓮
葉
図
一
」
（
『
古
文
真
宝
』
）
、
策
彦
和
尚
と
二
間

四
方
の
蓮
の
葉
に
つ
い
て
は
「
謙
斎
老
師
帰
日
域
図
」
、
吉
野
と
策
彦
和
尚
に
つ
い
て
は
夢
窓
国
師
の
進
言
（
『
太
平

記
』
巻
二
十
四
「
天
竜
寺
建
立
事
」
）
、
信
長
の
笑
い
と
策
彦
和
尚
の
涙
に
つ
い
て
は
拈
華
微
笑
（
『
太
平
記
』
巻
二

十
四
「
依
二
山
門
嗷
訴
一
公
郷
僉
議
事
」
）
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
西
鶴
が
本
話
作
成
に
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
二
点
指
摘
し
た
い
。
一
点
目

は
、
『
太
平
記
』
巻
二
十
四
「
依
二
山
門
嗷
訴
一
公
郷
僉
議
事
」
に
記
さ
れ
る
宗
論
（
舎
利
弗
と
六
師
外
道
、
摩
騰
法

師
と
道
士
の
逸
話
）
と
の
関
係
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
『
信
長
公
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
る
安
土
宗
論
と
の
関
係
で
あ
る
。

こ
の
二
点
を
踏
ま
え
て
本
話
を
読
む
と
、
『
太
平
記
』
『
信
長
公
記
』
な
ど
に
描
か
れ
る
宗
論
を
利
用
し
た
話
で
あ
り
、

話
の
随
所
に
法
華
経
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。 

 

な
お
、
本
話
と
の
関
連
で
、
狩
野
派
で
粉
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
『
戯
画
図
巻
』
（
別
称
あ
り
）
に
つ
い
て
も

言
及
す
る
。 
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市
川
湫
村
と
彰
義
隊
の
墓
を
詠
っ
た
詩 ―

明
治
期
の
大
沼
枕
山
一
派
の
詩
風
に
つ
い
て―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

慶
應
義
塾
大
学 

 

合 

山 

林 

太 

郎 

 

幕
末
期
以
降
の
江
戸
・
東
京
漢
詩
壇
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
大
沼
枕
山
（
文
化
一
五
年
～
明
治
二
四
年
）
に
は
多
数

の
弟
子
が
お
り
、
彼
ら
の
足
跡
か
ら
、
こ
の
時
期
の
詩
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
発
表
で

は
、
枕
山
門
下
の
一
人
市
川
湫

し
ゅ
う

村そ
ん

（
天
保
八
年
～
明
治
二
四
年
）
の
詩
の
特
徴
を
分
析
し
、
漢
詩
史
の
中
に
定
位
す

る
。 湫

村
の
詩
で
評
価
を
得
た
も
の
に
は
、
時
事
詠
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
長
編
古
詩
「
東
台
春
興
歌
」
（
『
湫
村
詩
鈔
』

巻
下
）
は
、
今
日
も
上
野
に
残
る
彰
義
隊
の
墓
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
湫
村
は
、
人
々
が
花
見
に
ば
か
り
興
じ
て

墓
を
顧
み
な
い
こ
と
や
、
官
軍
の
兵
士
が
墓
前
で
放
尿
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
批
判
し
、
人
心
の
荒
廃
を
嘆
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
新
政
府
の
官
僚
ら
の
放
蕩
を
諷
刺
し
た
枕
山
の
『
東
京

と
う
け
い

詞し

』
な
ど
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。 

漢
文
雑
誌
『
明
治
詩
文
』
五
集
（
明
治
一
〇
年
四
月
）
に
は
、
こ
の
「
東
台
春
興
歌
」
が
掲
載
さ
れ
た
版
と
、
そ
れ

が
削
除
さ
れ
、
別
の
詩
が
掲
載
さ
れ
た
版
と
が
確
認
で
き
る
。
政
府
に
よ
る
統
制
を
意
識
し
、
版
元
が
自
主
的
に
彫
り

か
え
た
な
ど
の
事
情
が
推
測
さ
れ
、
湫
村
の
詩
が
一
定
の
反
応
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

そ
の
一
方
で
、
湫
村
の
詩
は
、
過
度
に
平
俗
な
語
を
含
む
と
し
て
、
他
の
流
派
の
詩
人
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
。
や
や
奇

矯
な
表
現
を
用
い
る
こ
と
は
晩
年
の
枕
山
の
詩
の
特
徴
で
も
あ
っ
た
が
、
枕
山
ほ
ど
該
博
な
知
識
を
持
た
な
い
湫
村
の

場
合
、
そ
の
措
辞
は
問
題
を
孕
む
も
の
と
な
っ
た
。
枕
山
か
ら
の
継
承
と
変
質
の
両
方
の
要
素
が
、
湫
村
の
詩
に
は
確

認
で
き
る
。 

   

長
嘯
子
関
連
の
狂
歌
資
料 

―

石
水
博
物
館
蔵
［
狂
歌
書
留
］
を
め
ぐ
っ
て―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
部
大
学 

 

岡 

本 
 

 
 

 

聡 

 

石
水
博
物
館
に
［
狂
歌
雑
纂
］(

一
九
八―

二
六)

と
仮
題
を
つ
け
た
近
世
前
期
写
と
考
え
ら
れ
る
狂
歌
資
料
が
存
在

す
る
。
本
資
料
は
Ａ
部
の
「
狂
歌
譚
」
、
Ｂ
部
の
長
嘯
子
関
連
の
和
歌
資
料
、
Ｃ
部
の
『
雄
長
老
狂
歌
集
』(

前
半
部

欠
落)

の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
の
「
狂
歌
譚
」
の
部
分
に
は
、
『
醒
睡
笑
』
『
新
撰
狂
歌
集
』
『
古
今
夷

曲
集
』
『
寒
川
入
道
筆
記
』
な
ど
と
の
重
出
部
分
が
見
ら
れ
、
そ
の
異
同
を
検
討
す
る
と
、
こ
の
本
資
料
か
ら
新
し
く

窺
え
る
知
見
も
見
ら
れ
、
新
出
の
狂
歌
な
ど
も
含
ん
で
い
る
。
Ｃ
の
『
雄
長
老
狂
歌
集
』
は
錯
綜
が
存
在
し
た
為
か
途

中
か
ら
し
か
存
在
し
な
い
が
、
大
谷
俊
太
氏
が
紹
介
し
た
近
衛
信
尋
自
筆
本
の
記
述
に
近
い
も
の
の
、
一
部
添
削
と
思

わ
れ
る
箇
所
な
ど
も
確
認
出
来
る
事
が
指
摘
出
来
る
。 

本
資
料
は
異
文
や
、
添
削
、
新
出
資
料
を
含
む
雑
纂
の
形
で
資
料
が
存
在
す
る
事
か
ら
類
推
す
る
と
、
同
時
代
の
雄

長
老
や
長
嘯
子
に
近
い
人
物
が
集
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
部
の
「
狂
歌
譚
」
は
二
カ
所
に
長
嘯
子
に
関
わ
る
狂

歌
が
収
め
ら
れ
、
Ｃ
部
の
『
雄
長
老
狂
歌
集
』
に
は
さ
ま
れ
る
形
で
、
Ｂ
部
に
は
、
長
嘯
子
の
和
歌
に
関
連
す
る
資
料

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
新
出
の
長
嘯
子
和
歌
が
八
首
含
ま
れ
、
本
資
料
か
ら
作
歌
事
情
が
よ
り
詳
し
く
わ

か
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
目
を
引
く
の
が
、
以
前
拙
稿
で
紹
介
し
た
、
長
嘯
子
の
「
異
風
体
」
と
考
え
ら
れ

る
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
も
添
削
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
残
っ
た
形
で
収
録
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
発
表
で
は
、
本
資
料
に
つ
い
て
分
析
し
、
本
資
料
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
資
料
な
の
か
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。 
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書
物
と
し
て
の
芝
居 

―

小
津
桂
窓
書
簡
中
の
演
劇
記
事
を
手
が
か
り
に―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

奈
良
女
子
大
学
（
非
） 

早 

川 
 

 
 

由 

美 

 

菱
岡
憲
司
責
任
編
集
『
石
水
博
物
館
所
蔵 

小
津
桂
窓
書
簡
集
』(

和
泉
書
院
・
二
〇
二
一
年
二
月
刊)

の
中
に
、
桂

窓
が
川
喜
田
遠
里
の
質
問
に
答
え
て
書
い
た
「
近
来
実
記
を
芝
居
に
取
組
候
書
目
」
と
い
う
紙
片
が
あ
る
。
嘉
永
年
間

と
推
定
さ
れ
る
書
簡
に
付
属
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
寛
政
三
年
初
演
の
『
け
い
せ
い
誰
伏
水
』
以
下
八
作
の
芝

居
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
う
ち
の
「
誰
伏
水
」
「
小
倉
色
紙
」
「
朝
顔
日
記
」
の
三
作
品
に
つ
い
て
桂
窓
は
「
所
持
」
し
て
い
る
と
述
べ
、

希
望
が
あ
っ
た
ら
見
せ
る
こ
と
も
出
来
る
と
書
い
て
い
る
。 

 

逆
に
所
持
し
て
い
な
い
五
作
品
の
内
訳
は
、
表
題
を
聞
い
た
の
み
の
「
浜
松
井
上
家
一
件
」
と
、
某
御
隠
居
の
事
件

の
二
つ
の
芝
居
。
一
見
は
し
た
と
い
う
寛
政
年
間
初
演
の
『
遠
州
中
山
染
』
『
入
間
詞
大
名
賢
儀
』
『
島
廻
戯
聞
書
』

の
三
作
で
あ
る
。
後
ろ
の
二
作
は
再
演
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
実
際
に
舞
台
を
見
た
の
で
は
な
く
本
の
形
で
「
一
見
」

し
た
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

本
発
表
で
は
、
ま
ず
桂
窓
が
こ
れ
ら
の
芝
居
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
書
簡
の
話
題
や
伊
勢
と
い
う
土

地
柄
か
ら
、
松
平
定
信
に
関
す
る
も
の
や
茶
道
関
連
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
蔵
書
家
で
あ
る
二
人

が
、
台
帳
や
絵
尽
・
番
付
、
「
実
記
」
で
あ
る
実
録
類
、
関
連
す
る
読
本
な
ど
の
様
々
な
形
の
書
物
と
し
て
の
芝
居
を

読
ん
だ
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
予
定
で
あ
る
。 

    

「
小
牧
長
久
手
合
戦
図
屏
風
」
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
か 

―

典
拠
と
な
っ
た
合
戦
記
の
発
見―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

愛
知
工
業
大
学 

 

松 

浦 
 

 

由 

起 

 

「
小
牧
長
久
手
合
戦
図
屏
風
」
は
、
現
在
十
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
一
番
古
い
も
の
は
原
本
と
さ
れ
る
犬
山
城
白

帝
文
庫(

旧
成
瀬
家
蔵)

の
も
の
で
あ
り
、
他
本
は
そ
の
写
し
と
言
わ
れ
て
い
る
。
六
曲
一
双
で
、
「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」

と
対
に
な
っ
て
い
る
。
「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」
に
つ
い
て
は
『
甲
陽
軍
鑑
』
『
甫
庵
信
長
記
』
な
ど
、
屏
風
絵
が
描
か

れ
た
典
拠
の
合
戦
記
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
「
長
久
手
合
戦
図
屏
風
」
は
、
種
々
の
合
戦
記
を
元
に
描
か
れ
た

と
さ
れ
て
き
た
。 

岡
本
良
一
「
賤
ヶ
岳
と
長
久
手―

二
つ
の
合
戦
図
屏
風
に
つ
い
て
」
（
『
戦
国
合
戦
絵
屏
風
集
成 

第
二
巻 

賤
ヶ

岳
合
戦
図 

小
牧
長
久
手
合
戦
図
』
中
央
公
論
社
）
で
は
以
下
の
十
二
本
を
紹
介
し
て
い
る
。 

『
武
家
事
記
』
『
三
河
物
語
』
『
池
田
氏
家
譜
集
成
』
『
長
久
手
合
戦
覚
書
』
『
森
家 

先
代
実
録
』
『
山
中
氏
覚

書
』
『
小
牧
御
陣
長
湫
御
合
戦
記
』
『
長
久
手
戦
話
』
『
森
家
系
譜
』
『
譜
牒
余
録
』
『
水
野
勝
成
覚
書
』
。
な
お
同

書
図
版
の
説
明
（
内
田
九
州
男
）
で
は
前
記
以
外
に
、
『
松
栄
紀
事
』
（
『
武
徳
大
成
記
』
）
『
太
閤
記
』
『
安
藤
直

次
覚
書
』
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

本
発
表
は
、
「
小
牧
長
久
手
合
戦
図
屏
風
」
の
製
作
に
当
た
っ
て
、
絵
の
注
文
者
、
絵
師
、
鑑
賞
者
が
共
有
し
た
で

あ
ろ
う
物
語
の
探
索
で
あ
る
。
そ
の
結
果
た
ど
り
つ
い
た
神
谷
存
心
著
『
小
牧
陣
始
末
記
』
、
探
索
の
過
程
で
知
っ
た

絵
解
き
の
物
語
『
或
家
蔵
長
久
手
合
戦
画
図
付
紙
之
写
』
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
原
本
『
小
牧
陣
長
久
手
軍
始
末
記
』
（
内

題
『
小
牧
陣
長
久
手
軍
始
末
』
名
古
屋
市
中
央
図
書
館
河
村
文
庫
蔵
）
を
紹
介
し
た
い
。 

 


